
文化・芸術の広場
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「野火」 撮影 / 松隈 康徳

編集 後記＊
Editorial Postscript

▲

「俳句をやっている」と言うと、「すごいね！」「へー」「年寄りくさ
い」「地味」「なんで俳句？」「一句読んで」など、色々な反応が返っ
てきます。愛媛県松山市で過ごした大学時代、先輩に誘われて参
加した「愛大俳句研究会」の句会が始まりで、俳句歴はもう10年
以上になります。▲

『俳句なんてジジイのうわ言、ババアのたわ言』なんて言葉を俳
人自らが自虐的に言うほど、若者には馴染みの薄い俳句ですが、
現代俳句の祖、正岡子規の故郷である松山市は、小中高での俳句
の授業も熱心で、若者にも比較的俳句が身近な街です。▲

某テレビ局で毎週木曜日19時に放送中の某番組。芸能人が
作った俳句を、おばちゃんの俳人がけちょんけちょん
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に言い
まくる番組をご存じですか？ 
あのおばちゃん俳人、夏井いつきさんは、松山市を活動拠点
とする「いつき組」の代表として俳句活動を行っています。▲

いつきさんは、私の大学時代の俳句の師匠のような方で、
句会に参加したり、組の機関紙に記事を寄稿させていただい
たりしていました。また、小・中学生を対象に全国各地で行っ
ている「句会ライブ」という俳句教室のお手伝いをさせていた
だいたことも。そんな経験を活かして、現在、桂川町教育委
員会が取り組んでいる「学校支援ボランティア」に、「俳句の
指導」という形で個人的に登録させていただいています。▲

昭和30～40年代の炭坑全盛期。桂川町を含むこの辺り一帯では、
各炭坑ごとに毎晩のように俳句の句会が行われていたそうで、毎
月「文化・芸術の広場」に投稿いただいている桂川町俳句会の歴
史も長く、桂川は意外と俳句に縁のある町です。▲

炭坑閉山で人口が減る中、少しずつ俳句人口も減っていきまし
た。俳句をはじめとした文芸活動が、子どもたちを中心に桂川
町でもっと活発になればいいなーと思う今日この頃です。
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入賞 ＜剣道＞桂川町修刀館
練習生が各種大会で入賞

【平成28年度嘉飯地区少年剣道錬成大会（3月12日）】

部　門 順　位 氏　名

小学6年生の部 ３位 塚本 晴大

錬成会
皆勤賞

中嶋大雅、持永亜弥、持永大起、
平田渓介、森悠翔、安部志、

安部悠、谷口凌麻、西川律輝、
小西武、神﨑太一、森遥陽

【第18回龍王杯飯塚少年剣道大会（3月20日）】

部　門 順　位 団体名・氏名

団体の部 第3位

桂川町修刀館Ａ
塚本晴大、平田渓介、
持永大起、諌山裕一斗、
平田凜

個人の部
小学３年生の部

第3位 塚本勝大

嘉飯地区少年剣道錬成大会入賞者龍王杯飯塚少年剣道大会入賞者
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